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第３章 　平野の遺跡

　

コ
ラ
ム
５　

子
持
ち
の
石
冠

　

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
、
江
南
区
駒こ

ま

込ご
み

二
丁
目
の
駒
込
小
丸
山
遺
跡
の
南
端
部
が
、
水
田
の
再

区
画
整
理
事
業
の
た
め
に
削
平
さ
れ
た
。

　

図
一
八
八
は
こ
の
時
に
採
集
さ
れ
た
輝
緑
岩
製
の
石せ

っ

冠か
ん

で
、
縄
文
時
代
晩
期
中
葉
こ
ろ
（
約
二
五
〇
〇

年
前
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
頭
部
が
球
状
に
な
っ
た
球
頭
形
の
石
冠
で
、
左
右
二
か
所
に
小
形

の
球
頭
部
が
付
い
て
い
る
子
持
ち
形
は
、
全
国
的
に
類
例
が
な
い
。
表
面
に
は
精せ

い

緻ち

な
彫
刻
が
施
さ
れ
て

い
る
。
大
き
さ
は
、
高
さ
八
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
球
頭
部
の
直
径
三
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
底
部
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の
幅
一
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

重
量
は
三
五
六
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

石
冠
は
、縄
文
時
代
晩
期
に
東
日
本
に
多
く
分
布
す
る
石
製
品
で
あ
る
。

具
体
的
な
使
い
方
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
実
用
品
で
は
な
く
、
何
ら
か

の
呪ま

じ
ない

や
祭さ

い

祀し

の
と
き
に
使
わ
れ
た
道
具
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
駒

込
小
丸
山
遺
跡
の
石
冠
の
製
作
に
は
、
多
く
の
時
間
と
根
気
を
要
し
た
で

あ
ろ
う
。

　

大
集
落
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
遺
跡
で
も
、
時
に
、
予
想
で
き

な
い
遺
物
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
。


